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 Ⅰ 戦後の学習指導要領の変遷と考察 































































2  スプートニク・ショックと「新教育」からの転換、系統的知識重視へ 













 3  高校進学率の向上と「ゆとりある教育」への転換 
 表 1 に示すように、高等学校学習指導要領の内容は、高校進学率の上昇に大きな影響を
受けてきたといえる。 
 表 1 高等学校学習指導要領の変遷と高校進学率(筆者作成) 









































  57. 7% 
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  82. 1% 
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1982年 









学校週 5日制（1992年 9月から第二土曜休）。 
1989年 
   94. 1% 
1994年 











  96. 9% 
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  97. 9% 
2013年 
  98. 4% 
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 表 2 中学校の指導要録における評価の観点・学力観の変遷(筆者作成)  





































































































































































































































































 義務教育では 1980年度から、高等学校では 1982年度から、「ゆとりある教育」へと大き
く舵を切り、指導内容の削減等が 2012年度まで続いた。 
































 (2) 「PISAショック」と学力低下論争 
  2000 年から 3 年に一度実施されている OECD の生徒の学習到達度調査(Programme for 
International Student Assessment、略称 PISA）において、日本は、2000年にトップだっ















機会を保障、 授業時数の 10％増等」と明記された。 














 表 3 「総合的な学習の時間」の総時間数 
 小学校 中学校 高等学校 
旧学習指導要領 430 210 ～ 335 105 ～ 210 
移行措置期間 345 ～ 415 190 ～ 300 ――― 
現行学習指導要領  280  190   3単位～6単位 
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学年 名称 単位数 活動内容 
２ ＳＧ総合（思考・表現） ２単位 思考力を深め、発進力を高める 













 ア 学習目標 
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   学ぶとはどういうことかを考え、論文は学びの表現である、という意識を明確に持ち、
論文の書き方を学ぶとともに、さらに考えることの方法を獲得し、あらゆる分野の学びに
活かしていく。 
 イ 評価規準 







  ウ 評価の方法 
 ノート、課題プリント、ワークシート等の提出物点検、行動観察 
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 イ 評価規準 
① コミュニケーションに関心を持ち、課題解決のために主体的に意見を述べ、共に考える姿勢
を持っている。 




  ウ 評価の方法 
 ノート、課題プリント、ワークシート等の提出物点検、行動観察、プレゼン発表 







      
テーマ 
 
                   




















































































 イ 評価規準 





  ウ 評価の方法 
 提出物（探究活動ノート等）点検、行動観察、発表 







      
テーマ 
 
                   


















































































































 批判的思考力については、平成 28 年度、量的調査のため、批判的思考力テスト（ワトソン－
グレイザー・クリティカル・シンキングテスト）9)と批判的思考態度調査を実施した。5 月末と
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